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平成19年 3月期 第3四半期財務・業績の概況(連結) 
平成19年 2 月 14 日

 
上場会社名 
（ＵＲＬ  

株式会社ミクニ 
http//:www.mikuni.co.jp/） 

（コード番号：7247 東証第２部） 
 

   

 
1.四半期財務情報の作成等に係る事項   
   
 ① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
 （内容）法人税等の計上基準等・・・見積実効税率を用いて計算しております。 
 ② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
 ③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有 
 （内容）連結（新規）１社 （除外）１社  持分法（新規）－社 （除外）－社 
 
2. 平成19年3月期第３四半期財務・業績の概況(平成18年4月1日～平成18年12月31日) 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況 (金額は百万円未満を切捨てて表示しております。)

 売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益

 
19年3月期第3四半期 
18年3月期第3四半期 

百万円
70,016 
62,134 

％
12.7 
12.1 

百万円
2,334 
2,782 

％
△16.1 

0.0 

百万円
2,260 
3,064 

％ 
△26.2  
10.8  

百万円
1,140 
1,548 

％
△26.3 
14.2 

(参考)18年3月期 85,777 3,990 4,380  2,228 
 

 １株当たり四半期
( 当 期 ) 純 利 益

潜在株式調整後１株当たり
四半期 ( 当期 ) 純利益

 
19年3月期第3四半期 
18年3月期第3四半期 

円 銭 
33 58  
45 57  

円 銭 
―  
―  

(参考)18年3月期 62 07  ―  

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示します。 

 

【経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等】 

当第３四半期のセグメント別売上高は以下の通りです。 

 自動車関連品事業 生活・環境関連品事業 輸入品販売等事業 合  計 

 
19年3月期第3四半期 
18年3月期第3四半期 

百万円
48,220 
44,241 

百万円
6,508 
6,123 

百万円
15,287 
11,769 

百万円
70,016 
62,134 

(参考)18年3月期 61,110 8,217 16,449 85,777 

 

＜営業の概況＞ 

【自動車関連品事業】 

四輪車・二輪車・レジャービークル用燃料供給装置類やエンジン関連機能部品類の製造販売を中心とする当事業の売上高は、四輪

車用製品は、軽自動車用製品や中国自動車メーカー向けの製品が増加しました。二輪車用製品は、国内市場向け気化器類は減少しま

したが、中国・アセアン市場では増加しました。また、燃料噴射装置関連製品は燃料噴射装置化が進行する国内・欧米市場において

堅調に推移しました。 

その結果、自動車関連品事業の売上高は、482億２千万円（前年同四半期比9.0％増）となりました。 

 

【生活・環境関連品事業】 

ガス機器用制御機器類、車輌用暖房器類の製造販売を中心とする生活・環境関連品事業の売上高は、ガス機器用制御機器類は、欧

州、南米向けの拡販があり、また、電磁調理器具との競合などの影響を受けている国内市場においても増加しました。車輌用暖房器

類につきましては、国内のバス用や国内外の建設機械用などの需要があり増加しました。福祉介護機器および健康・美容機器類は、

減少しました。 

その結果、生活・環境関連品事業の売上高は、65億８百万円（同6.3％増）となりました。 
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【輸入品販売等事業】 

航空機用部品、芝管理機械等の輸入販売を中心とする輸入品販売等事業の売上高は、航空機用部品は航空機市場の好景気に支えら

れ、大幅に増加しました。芝管理機械も、輸入品・国産品の管理機械の需要があり増加しました。 

その結果、輸入品販売等事業の売上高は、152億８千７百万円（同29.9％増）となりました。 

 

一方、損益面につきましては、原材料価格の高止まりの影響を大きく受けており、また将来の収益確保・成長のための戦略投資と

位置づけた研究開発投資・設備投資等を行う必要があり、その費用負担が増加しております。その結果、営業利益は23億3千4百万

円（同16.1％減）、経常利益は22億6千万円（同26.2％減）、四半期純利益は11億4千万円（同26.3％減）となりました。 

 

 

(2) 財政状態（連結）の変動状況                 (金額は百万円未満を切捨てて表示しております。) 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 
19年3月期第3四半期 
18年3月期第3四半期 

百万円
83,026 
77,015 

百万円
26,156 
22,212 

％ 
29.5  
28.8  

円 銭 
721 42  
654 03  

(参考)18年3月期 78,632 23,242 29.6  680 92  

 

【財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等】 

 当第３四半期末の財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産は43億９千３百万円増加しました。これは、主に輸入品販売等

事業の販売が好調に推移したことによる、たな卸資産の増加および新工場建設による有形固定資産の増加によるものであります。 

 

添付資料 

（要約）第３四半期連結貸借対照表、（要約）第３四半期連結損益計算書 

 

３．平成19年3月期の連結業績予想(平成18年4月1日～平成19年3月31日) 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 
通      期 

百万円
93,000 

百万円
2,700 

百万円
1,400 

(参考)  １株当たり予想当期純利益(通期) 41円24銭 

 

【業績予想に関する定性的情報】 

平成18年11月20日に発表しました平成19年3月期の連結・個別業績予想を修正しております。 

修正内容につきましては、本日発表しております「平成19年3月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」に記載のとおりとなっ

ております。 

 

(注)上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要

因によって予想値と異なる場合がありますことをご承知おきください。 
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（要約）第３四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円未満切捨）

当第３四半期末 

（平成18年12月31日） 

前連結会計年度末 

（平成18年３月31日） 
増減(△減少) 

（参考）前第３四半期末

（平成17年12月31日） 科 目 

金額 構成比 金額 構成比 金額 金額 構成比 

（資産の部）    

Ⅰ 流動資産    

現金及び預金 2,049 2,404 △355 2,698 

受取手形及び売掛金 19,063 17,941 1,121 17,231 

たな卸資産 12,452 10,207 2,244 10,742 

その他 3,054 3,277 △223 2,686 

流動資産合計 36,618 44.1 33,830 43.0 2,787 33,358 43.3

Ⅱ 固定資産    

有形固定資産 35,133 33,209 1,923 32,996 

無形固定資産 845 1,014 △168 912 

投資その他の資産 10,428 10,578 △149 9,746 

固定資産合計 46,407 55.9 44,801 57.0 1,606 43,656 56.7

資産合計 83,026 100.0 78,632 100.0 4,393 77,015 100.0
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（単位：百万円未満切捨）

当第３四半期末 

（平成18年12月31日） 

前連結会計年度末 

（平成18年３月31日） 
増減(△減少) 

（参考）前第３四半期末

（平成17年12月31日） 科 目 

金額 構成比 金額 構成比 金額 金額 構成比 

（負債の部）    

Ⅰ 流動負債    

支払手形及び買掛金 12,360 13,063 △703 12,860 

短期借入金 23,082 15,201 7,881 14,201 

1年以内返済長期借入金 3,471 4,451 △979 4,714 

賞与引当金 1,524 1,628 △104 1,664 

その他 4,621 4,659 △38 4,341 

流動負債合計 45,060 54.3 39,005 49.6 6,055 37,782 49.1

Ⅱ 固定負債    

長期借入金 3,411 5,900 △2,489 6,946 

退職給付引当金 4,318 4,529 △211 4,369 

その他 4,080 4,215 △135 4,127 

固定負債合計 11,809 14.2 14,645 18.6 △2,835 15,443 20.1

負債合計 56,869 68.5 53,650 68.2 3,219 53,226 69.2

（少数株主持分） 

少数株主持分 

 

― ― 1,738 2.2

 

△1,738 

 

1,576 2.0

（資本の部）    

Ⅰ 資本金 ― 2,215 △2,215 2,215 

Ⅱ 資本剰余金 ― 1,700 △1,700 1,700 

Ⅲ 利益剰余金 ― 12,513 △12,513 11,833 

Ⅳ 土地再評価差額金 ― 4,503 △4,503 4,503 

Ⅴ その他有価証券評価差額金 ― 2,329 △2,329 2,325 

Ⅵ 為替換算調整勘定 ― 7 △7 △341 

Ⅶ 自己株式 ― △27 27 △24 

資本合計 ― ― 23,242 29.6 △23,242 22,212 28.8

負債、少数株主持分及び資本合計 ― ― 78,632 100.0 △78,632 77,015 100.0

（純資産の部）    

Ⅰ 株主資本    

資本金 2,215 ― 2,215 ― 

資本剰余金 1,700 ― 1,700 ― 

利益剰余金 13,206 ― 13,206 ― 

自己株式 △33 ― △33 ― 

株主資本合計 17,088 20.6 ― ― 17,088 ― ―

Ⅱ 評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 2,468 ― 2,468 ― 

繰延ヘッジ損益 178 ― 178 ― 

土地再評価差額金 4,503 ― 4,503 ― 

為替換算調整勘定 249 ― 249 ― 

評価・換算差額等合計 7,400 8.9 ― ― 7,400 ― ―

Ⅲ 少数株主持分 1,667 2.0 ― ― 1,667 ― ―

純資産合計 26,156 31.5 ― ― 26,156 ― ―

負 債 純 資 産 合 計 83,026 100.0 ― ― 83,026 ― ―
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（要約）第３四半期連結損益計算書 

（単位：百万円未満切捨）

当第３四半期会計期間 

(自 平成 18年 4月 1日 

  至 平成 18年12月31日)

前第３四半期会計期間 

(自 平成 17年 4月 1日 

  至 平成 17年12月31日)

増減 

(△減少) 

（参考）前連結会計年度

(自 平成 17年 4月 1日 

  至 平成 18年 3月31日)
科 目 

金額 百分比 金額 百分比 金額 金額 百分比 

     

Ⅰ 売上高 70,016 100.0 62,134 100.0 7,882 85,777 100.0

Ⅱ 売上原価 59,846 85.5 51,619 83.1 8,226 71,532 83.4

売上総利益 10,169 14.5 10,514 16.9 △344 14,244 16.6

Ⅲ 販売費及び一般管理費 7,835 11.2 7,731 12.4 103 10,253 12.0

営業利益 2,334 3.3 2,782 4.5 △448 3,990 4.6

Ⅳ 営業外収益 541 0.8 957 1.5 △416 1,375 1.6

受取利息及び配当金 61 100 △38 91 

賃貸収入 160 150 9 194 

持分法による投資利益 88 127 △38 279 

その他 230 579 △348 809 

Ⅴ 営業外費用 614 0.9 675 1.1 △61 985 1.1

支払利息 355 417 △62 548 

退職給付費用 180 170 9 227 

その他 79 88 △8 209 

経常利益 2,260 3.2 3,064 4.9 △803 4,380 5.1

Ⅵ 特別利益 106 0.2 43 0.1 62 69 0.1

固定資産売却益 92 5 86 13 

その他 14 38 △24 55 

Ⅶ 特別損失 147 0.2 313 0.5 △165 632 0.7

固定資産売却等損失 107 147 △39 248 

その他 39 165 △126 384 

税金等調整前四半期(当期)純利益 2,219 3.2 2,794 4.5 △575 3,817 4.5

Ⅷ 法人税等 879 1.3 916 1.5 △36 1,167 1.4

Ⅸ 少数株主利益（減算） 199 0.3 330 0.5 △131 422 0.5

四半期(当期)純利益 1,140 1.6 1,548 2.5 △407 2,228 2.6

     

 

 


